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               は じ め に 
 

 日本鉄道保存協会が設立されて、今年で１６年を迎えます。 

 この間、微力ではございますが、多くの皆さまのご支援とご協力

を頂きながら活動をつづけてまいりました。現在、加盟団体は２８

を数え、より一層の広がりをみせております。 

 最近では、歴史的車両の動態保存や静態保存が全国各地で推進さ

れ、広く一般の皆さんの関心を集めつつあります。 

 また、歴史的車両だけでなく、駅舎・橋梁・隧道などの鉄道遺産

を地域活性化の核として保存・活用する事例も多く見られるように

なってきました。 

 これら鉄道遺産を我が国の誇るべき近代化遺産の一つとして位置

づけ、私たちの大切な宝物として後世に伝え残していきましょう。 

1



日本鉄道保存協会 平成 18 年度総会次第  

 

［日 時］  平成 18 年 10 月 19 日（木）  13 時から 18 時まで 

［開催地］  長野県上松町 

 

                              司会進行 名取紀之 

 

1. 挨拶 

開催地団体代表   上松町助役    曽我 俊郎  

代表幹事団体（仮）  交通文化振興財団理事長   菅 建彦 

顧問    英文学者    小池 滋 

 

2. 出席者紹介及び加盟団体近況報告  

  

3. 議事 

 1) 議長選任  

2) 事務局（代表幹事団体）の異動について 

3) 新加盟団体の承認 

  三菱大夕張鉄道保存会  

  加悦鐵道保存会 

  碓氷峠鉄道文化むら 

4) 退会の報告 

小樽交通記念館 

5) 平成 17 年度事業報告 

a. 総会の開催（平成 17 年 10 月 7 日 北海道旅客鉄道㈱・小樽市）  

b. 歴史的鉄道車両の保存活用についてのコンサルテイング 

c. 会報の発行        資料 1 

d. マスコミなどを通じての広報活動  

     e. 会員及び賛助会員の拡充 

f. その他 

6) 平成 17 年度収支報告        資料 2 

7) 平成 17 年度会計監査報告                    資料 3 

8) 平成 18 年度事業計画（案）                  

a.総会の開催（平成 18 年 10 月 19 日 長野県上松町）  

b.歴史的鉄道車両の保存活用についてのコンサルテイング 

c.会報の発行 

d.マスコミなどを通じての広報活動 

e.会員及び賛助会員の拡充 

f.その他 

9) 平成 18 年度収支予算（案）       資料 4 
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10) 次回開催地について 

12) 顧問の増員と指名について 

13) その他  

 

4. 開催地団体の取り組み  

長野県上松町役場商工観光係長    横井 実 

 

5. 講演 

基調講演 「森林と鉄道」  東京学芸大学名誉教授 青木 栄一  

特別講演 「阿里山鉄道について」  

  宏都阿里山国際開発株式会社社長（CEO）張耀仁 (Dr Chang Yao-Jen)ほか 

   

6. 討論  「鉄道遺産の保存と地域活性化」  

パネリスト  加悦鐵道保存会理事   篠崎 隆 

  碓氷峠鉄道文化むら理事長  櫻井 正一  

   北恵那交通株式会社社長   清水 武 

   上松町助役    曽我 俊郎  

コーディネータ  日本鉄道保存協会   米山 淳一  

コメンテータ  同上     堤 一郎 

総括   日本鉄道保存協会顧問   小池 滋 
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【平成１８年度総会出席者】

●顧問（２名）

　　東京学芸大学名誉教授 青 木 栄 一

　　英文学者 小 池 滋

●加盟団体（２０名）

　　遠軽町（旧丸瀬布町） 　（　欠　席　）

　　三笠市 　（　欠　席　）

　　北海道旅客鉄道株式会社 　（　欠　席　）

　　ほべつ銀河鉄道の里づくり委員会 　（　欠　席　）

　　三菱大夕張鉄道保存会 　（　欠　席　）

　　磐越西線ＳＬ運行推進協議会 　（　欠　席　）

　　ウェスタン村「大高企業株式会社」 　（　欠　席　）

　　真岡線ＳＬ運行協議会 　（　欠　席　）

　　碓氷峠交流記念財団「碓氷峠鉄道文化むら」 理事長 櫻 井 正 一

　　　　　　　〃 元運行係長 土 屋 幸 正

　　　　　　　〃 管理課長 高 橋 寛

　　日本工業大学 講師・学芸員 丹 治 明

　　西武鉄道株式会社 　（　欠　席　）

　　財団法人東日本鉄道文化財団 　企画部財務課長 東 谷 正 幸

　　　　　　　〃 　鉄道博物館プロジェクト部主任 馬 場 菜 生

　　財団法人東武鉄道共助会「東武博物館」 　花上嘉成 　（　欠　席　）

　　財団法人交通文化振興財団「交通博物館」  　館長 菅 建 彦

　　　　　　　〃 　　専任学芸員 佐 藤 美 知 男

　　　　　　　〃 　　総務課長 浅 野 善 一

　　財団法人日本ナショナルトラスト 根 岸 悦 子

　　上松町 助役 曽 我 俊 郎

　　　　　　　〃 産業観光課長 茂 澄 統 一

　　　　　　　〃 商工観光課長 横 井 実

　　　　　　　〃 商工観光係 下 起 淳

　　　　　　　〃 町づくり推進室長 田 上 洋 介

　　虹の郷「財団法人伊豆市振興公社」 　（　欠　席　）

　　大井川鉄道株式会社 運輸部課長 萬 豆 明 夫

　　東海旅客鉄道株式会社 車両部管理課担当課長 上 條 克 郎

　　博物館明治村「財団法人明治村」 サブリ－ダ－ 祖 父 江 勇 二

　　西日本旅客鉄道株式会社 広報部 平 田 恭 子

　　加悦ＳＬ広場「カヤ興産株式会社」  　顧問 須 藤 洋 右

　　加悦鐡道保存会 　理事 篠 崎 隆

　　ふるさと鉄道保存協会 　（　欠　席　）

　　馬路村「やなせ森林鉄道運営委員会」 　（　欠　席　）

　　山口線ＳＬ運行対策協議会 　（　欠　席　）

　　九州旅客鉄道株式会社 広報課 兼 子 慎 一 郎

　　屋久町 　（　欠　席　）
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●賛助会員（９名）

　　株式会社ネコ・パブリッシング 編集長 名 取 紀 之

　　株式会社鉄道ジャ－ナル社 編集長 竹 島 紀 元

　　株式会社ＪＴＢパブリッシング 編集制作本部主幹 大 野 雅 弘

　　　　　　　〃 企画出版部主査 木 村 嘉 男

　　　　　　　〃 企画出版部主査 河 合 桃 子

　　有限会社鉄道フォ－ラム 代表取締役 伊 藤 博 康

　　日本鉄道写真作家協会 ＪＲＰＳ副会長 山 崎 友 也

　　　　　　　〃 ＪＲＰＳ事務局長 中 井 精 也

　　レイルウェイ・ライタ－　　 種 村 直 樹

●オブザ－バ－（１５名）

　　産業考古学会 理事 堤 一 郎

　　陸別町商工会 副会長 山 本 周 二

　　赤門鉄路クラブ 岡 田 久 雄

　　北恵那交通株式会社 社長 清 水 武

　　上松町鬼淵鉄道を残す会 楯 英 雄

　　財団法人日本ナショナルトラスト 鉄道サ－クル 岩 野 弘 一

　　　　　　　〃 鉄道サ－クル 谷 口 直 人

　　　　　　　〃 鉄道サ－クル 長 野 光 芳

　　フリ－ランス・トラベルライタ－ 白 川 淳

　　四国旅客鉄道株式会社 営業企画課長 加 藤 圭 哉

　　王滝村森林鉄道フェスティバル実行委員会 王滝村教育長 藤 沢 滋

　　りんてつ倶楽部 代表 高 橋 滋

　　中部産業遺産研究会 山 田 貢

    横浜市立大学 可 知 博 通

    元財団法人日本ナショナルトラスト 米 山 淳 一

●来賓（４名）

　　宏都阿里山国際開発株式会社 執行長（ＣＥＯ） 張 耀 仁

　　　　　　　〃 副社長 陳 毅 民

　　　　　　　〃 企研部部長 陳 柏 維

　　　　　　　〃 専門員 洪 千 雅
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               日本鉄道保存協会規約 
 
（名称） 
第１条  この会の名称は、日本鉄道保存協会（以下［協会］という）とする。 
 
（目的） 
第２条  協会は、歴史的鉄道車両を動態及び静態保存している団体が集い、相互に情報 
    を交換し、将来にわたる保存・活用を推進することを目的とする。 
 
（会員）  
第３条  協会は、正会員たる加盟団体および賛助会員をもって構成する。 
 
（会議） 
第４条   

１．協会の会議は、総会および幹事会とする。 
２．総会は年１回開催するものとし、必要のつど臨時に開催することができる。 

 
（役員団体） 
第５条 

１．協会に代表幹事団体１団体、幹事団体２団体、会計監事団体２団体を置く。 
２．代表幹事団体、幹事団体、会計監事団体は、加盟団体の互選により選出する。 
３．代表幹事団体は、協会を代表し会務を総理する。 
幹事団体は、総会その他会務の執行に関する重要事項を協議する。 
会計監事団体は、協会の会計を監査する。 

４．役員団体の任期は２年とし、重任を妨げない。 
 
（顧問） 
第６条  協会に顧問を置く。顧問は、総会において代表幹事団体が推薦し、任期は２年 
    とし、重任を妨げない。 
 
（事務局） 
第７条 協会の事務局は、代表幹事団体に置く。 
 
（会費） 
第８条 

１．協会の経費は、正会員、賛助会員が拠出する会費、および寄付金により賄う。 
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２．年会費の額は、正会員１２，０００円、賛助会員１２，０００円（１口）とす 
 る。 
３．会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 
（規約の改正） 
第９条  この規約の改正は、総会の議決によらなければならない。 
 
 
付則  この規則は、平成３年４月１日から施行する。 
 
総会の運営方法 
    原則として加盟団体が輪番制とし、開催に際しては、代表幹事団体および幹事団

体ならびに開催場所の団体が協同して行う。 
 
 
 
 
 
 
 
                     平成 ３年 ４月 １日施行 
                     平成 ６年 ８月１０日改正 
                     平成１６年 ９月１０日改正 
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　　　Faｘ　０４８０－３３－７５７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○工業技術博物館 館長　松野健一

１０　日本工業大学 学長　　　　　　　柳澤　　章

〒３４５－８５０１　　埼玉県埼玉郡宮代町学園台４－１ 　　　Tel　０４８０－３４－４１１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運輸車両課グル-プリ-ダ
　　　　　運輸部管理課長　茂木高一　　○鉄道事業本部運輸部

　　　Faｘ　０１１－７００－５７８６

黒田宣元

 ３　北海道旅客鉄道株式会社 代表取締役　　小池明夫

〒０６０－８６４４　　北海道札幌市中央区北１１条西１５ 　　　Tel　０１１－７００－５７８５

　　　　　　　　　　　　　　　　　○経済建設部商工観光課 力弓晃継
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工観光係　　主事

〒０６８－２１９２　　北海道三笠市幸町２ 　　　Tel　０１２６７－２－３９９７

　　　　　　　　　　　　　　三笠市役所 　　　Faｘ　０１２６７－２－７８８０

日本鉄道保存協会加盟団体名簿　　１ 　　　　　　　○は担当

 ２　三笠市 市長　　　　　　小林和男

〒０９９－０２０３　　北海道紋別郡遠軽町丸瀬布中町１１５－２

小山信芳　　　　　　　　　　　　　　　　　○産業課観光係　係長

　　　Tel　０１５８４－７－２２１１

 １　遠軽町（旧丸瀬布町） 町長　　　　　　枝松泰彦

　　　　　　　　　　　　　　遠軽町役場丸瀬布総合支所 　　　Faｘ　０１５８４－７－２１２８

今井一郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○事務局

〒０６９－０８５５　　北海道江別市大麻宮町４－６－５０２ 　　　Tel　０１１－３８７－４７８３

 ４　 ほべつ銀河鉄道の里づくり委員会

５　　三菱大夕張鉄道保存会（新規加入） 会長　　　　　　　奥山道紀

　　　Faｘ　０１４５４－６－６２１７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○事務局長 服部啓三

会長　　　　　　　加藤　　勉

〒０５４－０３６４　　北海道勇払郡穂別町富内 　　　Tel　０１４５４－６－６２１７

 ６   磐越西線ＳＬ運行推進協議会 会長　　　　　　　小野隆市

〒９６５－０８１６　　福島県会津若松市南千石町６－５ 　　　Tel　０２４２－２７－１２１２

　　　Faｘ　０２４２－２７－１２０７

一ノ瀬善弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○総合事務センタ－　センタ－長

 ７　ウェスタン村［大高企業株式会社］ 代表取締役社長　大南兼一

　　　Faｘ　０２８８－２１－７０９３

〒３２１－２４２１　　栃木県今市市栗原３１５－１ 　　　Tel　０２８８－２１－８７３１

森本　　浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○芸能部企画事業室

 ８　真岡線ＳＬ運行協議会 会長　　　　　　　福田武隼

〒３２１－４３０５　　栃木県真岡市荒町５２０３ 　　　Tel　０２８５－８２－９１５１

　　　Faｘ　０２８５－８２－９１５２

　　　　　総務課長　板口敏一　　　　　　　○総務課ふるさと振興係 永嶋良智

理事長　　　　　　櫻井正一 ９　碓氷峠交流記念財団「碓氷峠鉄道文化むら」（新規加入）

〒３７９－０３０１　　群馬県安中市松井田町横川４０７－１６ 　　　Tel　０２７－３８０－４１６３

　　　Faｘ　０２７－３８０－４１１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○管理課長 高橋　　寛
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　　　Faｘ　０５６８－６７－０３５８

鈴木智久　　　　　　　　　　　　　　　　　○総務

館長　　　　　　飯田喜四郎

　　　Tel　０５６８－６７－０３１４

 ２０　博物館明治村［財団法人明治村］

〒４８４－００００　　愛知県犬山市字内山１番地

神田英樹　　　　　　　　車両部長　小松宣之　　　　○車両部管理課　課長代理

〒４５３－８５２０　　愛知県名古屋市中村区名駅１－３－４ 　　　Tel　０５２－５６４－２４６１

　　　Faｘ　０５２－５６４－２４６２

 １９　東海旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　松本正之

　　　Faｘ　０５４７－４５－４１１５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○運輸担当係　係長 石川寛之

 １８　大井川鐡道株式会社 代表取締役社長　榊原昌夫

〒４２８－８５０３　　静岡県島田市金谷１１１２－２ 　　　Tel　０５４７－４５－４１１３

西島史年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○園内交通課

　　　Tel　０５５８－７２－７２２２

　　　Faｘ　０５５８－７２－７１３３

〒４１０－２４１６　　静岡県伊豆市修善寺４２７９－３

 １７　虹の郷［財団法人伊豆市振興公社］ 理事長　　　　　西島萬徳

　　　　　　　　　　　　　　上松町役場 　　　Faｘ　０２６４－５２－１０３８

横井　　実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○産業観光課商工観光係　係長

 １６　上松町 町長　　　　　　　田中正男

　　　Tel　０２６４－５２－２００１〒３９９－５６０３　　長野県木曽郡上松町駅前通り２－１３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○事務局

〒１１３－００２４　　東京都文京区西片２－１８－１６ 　　　Tel　０３－６３０３－１１１０

　　　Faｘ　０３－３８１８－１１６５

 １５　財団法人日本ナショナルトラスト 会長　　　　　　杉浦喬也

　　　Faｘ　０３－３２５１－８４８９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○総務課　課長 浅野善一

 １４　交通博物館［交通文化振興財団］ 理事長　　　　　菅　建彦

〒１０１－００４１　　東京都千代田区神田須田町１－２５ 　　　Tel　０３－３２５１－８４８１

田中　　隆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○事務局

〒１３１－００３２　　東京都墨田区東向島４丁目２８番１６号 　　　Tel　０３－３６１４－８８１１

　　　Faｘ　０３－３６１４－８８１４

館長　　　　　　花上嘉成 １３　東武博物館［財団法人東武鉄道共助会］

　　　　　　　　　　　　　　ＪＲ東日本本社ビル１１階 　　　Faｘ　０３－５３３４－０６２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　○企画部　課長 高橋政弘

 １２  財団法人東日本鉄道文化財団 理事長　　　　　大塚陸毅

　　　Tel　０３－５３３４－０６２３〒１５１－８５７８　　東京都渋谷区代々木２－２－２

平岡清次　　　　　　　　　　　　　　　　　○車両部　部長付き

　　　Tel　０４－２９２６－２２８５

　　　Faｘ　０４－２９２６－２２３９

〒３５９－８５２０　　埼玉県所沢市くすのき台１－１１－１

日本鉄道保存協会加盟団体名簿　　２ 　　　　　　　○は担当

代表取締役社長　後藤高志 １１　西武鉄道株式会社
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日本鉄道保存協会加盟団体名簿　　３ 　　　　　　　○は担当

 ２１　西日本旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　山崎正夫

　　　Tel　０３－５３３４－０６２３

　　　Faｘ　０３－５３３４－０６２４

〒５３０－８３４１　　大阪府大阪市北区芝田２－４－２４

　　　　　　　　　　　　　　　　　○広報部 松本茂樹

代表取締役　　須藤洋右

〒６２９－２４２２　　京都府与謝郡加悦町滝９４１－２ 　　　Tel　０７７２－４２－３１８６

 ２２　加悦ＳＬ広場［カヤ興産株式会社］

　　　Faｘ　０７７２－４３－００８０

吉村　　勉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○管理部　部長

 ２３　加悦鐡道保存会（新規加入） 理事長　　　　　森本　　寿

〒６２９－２４０３　　京都府与謝郡与謝野町字滝９４１-２ 　　　Tel　０７２５－２０－３８１１

　　　　　　　　　　　　　加悦ＳＬ広場内 　　　　　　　（森本方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○加悦町観光協会事務局 篠崎　隆

 ２４　ふるさと鉄道保存協会 理事長　　　　　手嶋康人

　　　Tel　０９０－９６９２－２６８９〒６０６－０９４４　　京都府京都市左京区松ヶ崎御所ノ内町２６

　　　Faｘ　０７５－７９１－８００５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○理事長 手嶋康人

 ２５　馬路村 村長　　　　　　　上治堂司

　　　Tel　０８８７４－３－２２１１

　　　　　　　　　　　　　　馬路村役場魚梁瀬支所 　　　Faｘ　０８８７４－３－２２０８

〒７８１－６２０２　　高知県安芸郡馬路村魚梁瀬

清岡宏敏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚梁瀬支所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○やなせ森林鉄道運営委員会

 ２６　山口線ＳＬ運行対策協議会 会長　　　　　　　和田卓也

〒７５３－８５０１　　山口県山口市滝町１－１ 　　　Tel　０８３－９３３－３１７０

　　　Faｘ　０８３－９３３－３１７９

藤井　　厚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○商工労働部観光交流課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観光物産振興班　主事

 ２７　九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長　石原　　進

　　　Tel　０９２－４７４－２５４１

　　　Faｘ　０９２－４７４－３８９８

〒８１２－８５６６　　福岡県福岡市博多区博多駅前３－２５－２１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○総務部広報課　課長 江越善一郎

 ２８　屋久町 町長　　　　　　　日高十七郎

　　　Tel　０９９７－４７－２１１１〒８９１－４４０４　　鹿児島県熊毛郡屋久町尾之間１５７

　　　Faｘ　０９９７－４７－２１１７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○企画調整課 泊　竜二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域活性化対策係　係長
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団体名 
 

 
遠軽町 

 

連絡先 
〒099-0203 
北海道紋別郡遠軽町丸瀬布中町 
遠軽町丸瀬布総合支所産業課 

 
＜森林鉄道雨宮２１号＞ 

 
 雨宮号は昭和３年、東京の雨宮製作所で製造された機

関車で３台が部品のまま輸送され丸瀬布で組み立てら

れました。その後、雨宮製作所では機関車の製造を中止

したため、道内に導入された雨宮号はこの３台だけとな

っています。 
 機関車には道庁が導入した順に番号が付けられ、丸瀬

布の雨宮号は１８・１９・２０号となりました。 
 雨宮１９・２０号は昭和３年９月に、１８号は昭和４

年５月に完成し、１９号は昭和４年５月６日、２０号は

同年６月１６日、１８号は昭和５年６月１１日に輸送が開始されましたが、１８号は１３日稼動した

だけで配置変えとなりました。 
 しかし、経済性や山火事防止の観点から、丸瀬布にも昭和２６年に２台のディーゼル機関車が導入

され、蒸気機関車は昭和３３年１２月末日までに配車とすることになりました。 
 ちなみに、機関車の番号は昭和２４年度から営林局ごとの番号に改められ、雨宮１９号は２１号と

なりました。 
 この間、雨宮２１号は昭和３２年に危うくスクラップを免れ、昭和３６年５月１３日「サヨナラ運

転」と格納式が行われ、営林署で保存の道が取られました。 
 その後、雨宮２１号は昭和５１年に営林局から町へ譲渡され札幌で復元整備し昭和５４年５月１５

日いこいの森に新築された機関庫に格納され、翌１６日、「ぽーっ」という汽笛を響かせ試運転が行わ

れました。その間に客車や貨車を購入し、昭和５６年には８の字の一周軌道も完成し、昭和５７年５

月１日より「森林鉄道の走る緑と渓谷のマチ」として動態保存されています。 
 平成16年10月22日北海道遺産構想推進協議会が開催され、新たな北海道遺産が27件承認され、
森林鉄道蒸気機関車「雨宮21号」も北海道遺産に選定されました。 
 
＜近況報告＞ 
 ① 西武鉄道より譲渡された井笠の客車を修繕（部分修繕・全塗装） 

  
②. 平成１８年１０月の運行は 

雨宮２１号、木曾森林客車、運材車、緩急車の車輌編成で運行 
 

１．運 行 日  平成１８年４月２９日から１０月２２日までの土・日・祝日 
         ※ゴールデンウィーク・夏休み期間は毎日運行 
２．運行時間   午前１０時から３０分毎に午後４時３０分まで（昼１時間休み） 
３．運行区間   遠軽町丸瀬布上武利 森林公園いこいの森園内一周約２㎞ 
４．乗車料金   大人 ５００円  小人 ２５０円 
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月

４月

土曜日

 ◆　２００６『ＳＬ３０４号』運行計画

団体名

　〒０６８－２１９２　北海道三笠市幸町２番地　

　　　　　　三笠市役所経済建設部商工観光課商工観光係

　電話番号　０１２６７－２－３９９７　　FAX　０１２６７－２－７８８０

　Ｅメ－ル　      ｋａｎｋｏｕ＠ｃｉｔｙ．mｉｋａｓａ．hｏｋｋａｉｄｏ．jｐ

  ホ-ムペ-ジ　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．cｉｔｙ．mｉｋａｓａ．hｏｋｋａｉｄｏ．jｐ

　　     　(市長　　小林和男)

   三笠市

時　間 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

１０時～１６時 　２９．３０

５月

６月
１０時～１６時 　　４．１１．１８．２５

１２時～１６時 　　３．１０．１７．２４

１０時～１６時 　　３．　４．　５．　７．１４．２１．２８

１２時～１６時 　　６．１３．２０．２７

７月
１０時～１６時 　　２．　９．１６．１７．２３．２７．２８．３０

１２時～１６時 　　１．　８．１５．２２．２９

８月
１０時～１６時 　　１．　２．　３．　４．　６．　８．　９．　１０．１１．１３．１４．１５．１７．１８．２０．２７

１２時～１６時 　　１．　８．１５．２２．２９

10時～16時

９月
１０時～１６時 　　３．１０．１７．１８．２３．２４

１２時～１６時 　　２．　９．１６．３０

１０月
１０時～１６時 　　１．　８．　９．１４．１５

１２時～１６時 　　７

　幌内線は、昭和６２年７月１２日に廃線となりましたが、北海道鉄道開拓の先駆である幌内線の歴史

できます。

を映像で紹介する「さらば栄光の幌内線（１７分）」・「幌内線のあゆみ（２４分）」・「幌内線最後の日（８分）」

・「在りし日の幌内線（７分）」を鑑賞することができます。

 ◆　ＨＯゲ－ジの鉄道模型体験シミュレ－ション

　鉄道模型の視点をモニタ－で見ることで、大パノラマのなか、電車を実際に運転しているような体験が

12時～16時

た幌内線。

 ◆　北海道鉄道開拓時代の貴重な資料を展示

　館内には、北海道鉄道開拓時代から旧国鉄時代に活用されていた貴重な関連品を展示しております。

 ◆　幌内鉄道の歴史を鑑賞できるミニシアタ－

　幌内で発見された良質の石炭を運搬することを目的とした産業用鉄道として、北海道で最初に開通し

 ◆　運行時間

日曜日、祝祭日、夏休み（月・土曜日除く）
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団 体 名 

 
 
北海道旅客鉄道株式会社 

鉄道事業本部 運輸部 運用車両課 

 
〒060-8644 

北海道札幌市中央区北 11 条西 15 丁目 

TEL 011-700-5785  FAX 011-700-5786 

 

四季折々を通じての多彩な SL 列車を運行 

 
 弊社では平成１１年よりＣ１１形蒸気機関車２両(C11-171, C11-207)を復元し、四季折々の北海道

の自然や文化・歴史を堪能して頂ける各種観光列車、及びイベント列車として運行しております。 

 平成１８年度はC11-171号機の中間検査にあわせ、先輪の取替を行います。車両新製以来の車齢

が高くなっており、復元からも年数が経過していることから、各部・各機器わたって細心の注意を払

い、検査・修繕を行っております。また、SL の運転に際しては、運転からメンテナンスに至るまで、多く

の SL 特有の技術が必要であり、これらの技術の継承についても取り組み、今後も運行を継続し多く

の皆様に喜んでいただけるよう努めて参ります。 

 

  

 

 

 

 

平成 18 年度 SL 列車運転計画 

SL 函館大沼号   函館本線 （函館～森） 

   4/29～5/7, 7/15～8/20 の土、日、祝 

SL すずらん    留萌本線 （深川～増毛） 

   5/27, 28, 6/24, 25, 8/26, 27, 9/9, 10 

SL 富良野・美瑛ノロッコ号   

富良野線（旭川～富良野） 

   6/3,4, 9/16～18 

SL ニセコ号    函館本線 （札幌～蘭越） 

   9/23～11/5 の土、日、祝 

SL クリスマス in 小樽号   （札幌～小樽） 

   12/8～24 の金、土、日、12/25 

SL 冬の湿原号   釧網本線 （釧路～標茶）

   1/20, 21, 27～3/11,17,18 

 

※ 運転日は変更となる場合があります 

駒ヶ岳、大沼を背に走る SL 函館大沼号 

函館線山間部での力強い走り 
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団体名 
ほべつ銀河鉄道の 

里づくり委員会 

〒054-0364 
北海道勇払郡穂別町字富内 高橋方 
Tel.01454-6-6212 

〔委員会の主な活動〕 
 旧駅舎・客車２両・鉄路延長１キロメ

ートル・宮沢賢治が設計した「涙ぐ

む眼」花壇・公園 10,000㎡などの保
存、維持管理が主な活動となってい

る。 
 
① 町おこしの経緯 

昭和 61年の廃線によって地域の過
疎化が一層深刻になった。歴史を思

わせる駅舎・線路・構内をなんとか

保存することにより町おこしがで

きないか、地域の数人が組織（富内

再開発協議会）を立ち上げた。幸いにして横山村長が宮沢賢治の思想に感銘し、理想郷づくりに

生命をかけて取り組んでいた。富内地域には、賢治観音像や鉄道もあり、条件が整っていたこと

から、銀河鉄道の里づくりと称して町おこしの活動がはじ始まった。 
 

② 今までの活動経過・その他 

・ 宮沢賢治設計の涙ぐむ眼花壇の造成によって地域住民参加（地域・学校・精薄授産施設・老

人クラブ）による活動が始まる。年２回植栽１２０名参加 
・ 会員が中心となって駅舎周辺の維持管理（線路の草刈り、駅舎の掃除、客車の清掃など）を

おこなう。 
・ 毎年９月 14日に開催するイベント（銀河鉄道の夕べ）。全国から鉄道愛好家が集まる。 
・ 町内外の各種イベントに積極的に参加し、交流を深める。 
・ 維持管理費については、町より若干の補助金の交付を受けている。 
・ 委員会のメンバーは、富内地域の４自治会の役員や主だった団体の関係者等で構成されてい

る。 
 
③ 公園化によっての周辺整備が 2000 年に完成 

廃線後、従来の形のまま維持管理を進めてきたが、毎年訪れる人たちが増え、また周辺の整備

も遅れ、建物の老朽化も進んだことから町に対して、整備改築の要請をしていた。財政的に厳し

い事情からなかなか予算化されずに経過していたが、平成 12年度に国・道・町の支援を受け、
立派な公園が完成した。地域住民が参加し、手づくりによる公園ということで、全国から注目さ

れている。   
 
④ 2001 年よみがえれ汽笛キャンペーン

の展開 

廃線 15 周年目の記念行事として、2001
年９月 14日にぼっちゃん列車を走らせた。 
また、来年2006年は廃線20周年となるの
でイベントの開催を計画している。 

 

「坊ちゃん列車」 

「涙ぐむ眼」 
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運転車両

運転区間

運転期間

概　　要

備　　考

　ＳＬ磐梯会津路号　　ＪＲ磐越西線　会津若松～郡山間

団体名 　磐越西線ＳＬ運行推進協議会

　　〒９６５－０８１６
　　福島県会津若松市南千石町６－５
　　　　　　　　　　　　（会津若松商工会議所内）
　　℡　０２４２－２７－１２１２　　ｆａｘ　０２４２－２７－１２０７

　　ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａｉｚｕ-ｃｃｉ．ｏｒ．ｊｐ

　　会津若松駅には、「ＳＬ磐越会津路号」　「ＳＬばんえつ物語号」　「ＳＬ会津只見号」が

　４月下旬～９月下旬の土・日・祝日を中心に運転

　蒸気機関車／Ｃ５７　１８０号　（１９３７年三菱重工製）

・　１２系客車６両＋展望車１両　　　定員４８０名　全車指定

　ＪＲ磐越西線　会津若松－郡山間

　　　　　　平成１８年２月　Ｄ５１　冬の特別運転

　定期運転および特別運転されています。

　　特に、秋の紅葉時は車窓から眺める風景とＳＬの力強い走りが楽しめます。

　　ＳＬ－Ｄ５１、Ｃ－１１の特別運転もあります。

　　　　　　※　「ＳＬ　Ｄ５１ばんえつ物語号」も１１月に運転される予定です。

　　　　　　　（運転日、時刻等はＪＲ各駅にて確認してください）

・　「ＳＬばんえつ物語号」　新潟－会津若松　　１０月１．７．－９．．２１．２２

・　「ＳＬ会津只見号」　　　　会津若松－只見　　１０月７－９
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１９９１年 　７月

１９９２年 　４月

１９９３年 　５月

１９９３年 　５月

１９９８年 　７月

２００３年 　３月

にとりかかる。

開始する。

　全検を終了し、組立を完了する。運行を再開する。

　Ｈ．Ｋ．ポ－タ「７０３６号」が、ウエスタン村に到着

　「７０３６号」は「バ－ジニア号」と命名され、ウエスタン村にて運転を

　「バ－ジニア号」の運転開始と入替わりに、ＢＬＷ「ワイパウ号」の全検

団体名

　 〒321-2421

   栃木県日光市栗原315-1

   ℡　0288-21-8731   Ｆａｘ 0288-21-7093

大高企業株式会社

ウエスタン村

　２００６年　ボ－ルドウィン

　　　　「ワイパウ号」運転日

　　　　　　　　　毎日運行（定休日除く）

　　　　　　　　　　　　　９：００～１４：３０

■　区間　　ウエスタン村内（エンドレス）

■　運賃　　５００円（一周）

■　保有車両

　　　・バ－ジニア号（Ｈ．Ｋ．　ポ－タ－

　　　・ワイパウ号（ボ－ルドウィン）

　　　・客車一両（ア－チバ゛－台車をはいたもの）

　Ｈ．Ｋ．ポ－タ社「バ－ジニア号」ボイラ－破損（鉛管からの水漏れ）の

ため、現在修復中。

　　　・カブ－ス一両（展示のみ）　　　　　　ウエスタン村を周遊する「ワイパウ号」

　【近況報告】

　バ－ジニア州にあるウエスタンのテ－マ゜－ク「ト－ビ－ズ、ミル　アンド

ミッションクリ－ク」より、１９６２年製のＨ．Ｋ．ポ－タ「７０３６号」を購入
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団体名 真岡線ＳＬ運行協議会 

 〒３２１－４３０５ 
 栃木県真岡市荒町５２０３番地 
 TEL 0285(82)9151  FAX 0285(82)9152 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＳＬもおか」２００６冬・運行日程 

【運行日】    １１月  ３日・ ４日・ ５日・１１日・１２日・１８日 
           １９日・２３日・２５日・２６日 

       １２月  ２日・ ３日・ ９日・１０日・１６日・１７日 

           ２３日・２４日 
        １月  ６日・ ７日・ ８日・１３日・１４日・２０日 
           ２１日・２７日・２８日 

【運行区間】 真岡鐵道 下館駅～茂木駅（４１.９キロ） 
【運行時間】 下り 下館駅１０：３７発～茂木駅１２：０２着 

         上り 茂木駅１４：２８発～下館駅１５：５７着 
【運行車両】 ＳＬ Ｃ１２形６６号  Ｃ１１形３２５号 

       ＰＣ オハ２両、オハフ１両   
ＤＬ ＤＥ１０ １５３５ １両 

〔近況報告〕 
 

◆ありがとう！「ＳＬもおか」乗車５０万人達成！！ 
 ・平成６年３月から運行を開始している真岡鐵道ＳＬもおかが、８月１８日、乗車５０万人目のお客さんを迎 
えて運行されました。運行開始より約１２年にわたり、大きな事故もなく運行を続けてこれたのは、ひとえにお客
様やＳＬファン、地域沿線の方々のおかげであると思います。本当にありがとうございました。 
当日は乗車５０万人を記念して下館発のＳＬ車内より乗車されたお客様に真岡線沿線の特産品である梨を 
「事故無し（梨）」とかけてプレゼントいたしました。また、真岡駅下り線ホームにて記念式典が行われ、真岡線
ＳＬ運行協議会長である福田真岡市長よりお客様やＳＬファンの方々に感謝の言葉が述べられました。 
  記念すべき５０万人目に乗車したのは東京都からやってきた小学校２年生の女の子。お母さんと弟の３人で真岡
線沿線の益子町に益子焼の陶芸教室に向かうため乗車したとのことです。 

 

◆フーテンの寅さんとＳＬ～真岡線で昭和ノスタルジーを～ 
・茨城県下館駅発のＳＬもおかに乗っていると、次の停車駅の折本駅でたまに 
懐かしい人と再会することができます。その人とは「フーテンの寅さん」こと 
車寅次郎さん。突然のＢＧＭと登場に乗客はびっくりするとともに、懐かしい 
昭和の雰囲気に浸れます。 
寅さんに扮しているのは茨城県筑西市の植木定男さん。自前の寅さんカバン 
や服装を用意し、観光客に寅さんとＳＬの雰囲気で昭和の時代を味わってほしい 
と、今年の４月からボランティアとしてたまに乗車しています。 
車内ではお客さまと握手や記念撮影をしたり、「私、生まれも育ちも…」 
ではじまるおなじみの口上を披露したりと大活躍。 
寅さんのＳＬ乗車は、風来坊らしく不定期。気が向いたときだけふらっと 
乗車しますので、運が良ければ出会うことできるかも。 

 

◆しもだて美術館企画展 
「写真展・永遠の蒸気機関車 くろがねの勇者たち」とタイアップ 

 ・「ＳＬもおか」の始発駅・下館にある「しもだて美術館」が主催になり、今年の夏休みに企画展「写真展・永遠
の蒸気機関車 くろがねの勇者たち」が開催され、これに関連して真岡鐵道と様々なタイアップイベントを行いま
した。真岡鐵道ＳＬ担当課長のＳＬ裏話が聞ける「ＳＬトーク」や真岡線ＳＬボランティアも協力した親子で楽し
めるＳＬ教室、企画展オリジナルのヘッドマークを付けたＳＬ運行、フォトコンテストといったイベ 
ントで、ＳＬファンだけでなく親子連れや写真ファン、沿線の方々にもＳＬの魅力を楽しんでいただきました。 

▲ＳＬもおか乗車５０万人 
 記念式典の様子 
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日本工業大学 
工業技術博物館 

345-8501 
埼玉県 南埼玉郡 宮代町 学園台 ４－１ 

Tel. 0480-34-4111(大学代表) 

Fax. 0480-33-7570(博物館直通)  

2006 年の運転について
 

2109 号蒸気機関車を、原則として８

月と 12 月を除く毎月第３土曜日に

定期有火運転し、一般に公開してい

る。写真にキャンパス内で運転中の

様子を示す。 

 

このほかにも学園祭等のイベント

時にも有火運転を行っており、運転

予定日時等の詳細は、当博物館事務

室に問い合わせ下さい。 

また、急な都合により運転内容・日

時を変更させて頂く場合もあるの

で、ご容赦願います。 

製造されて 115 年、疾走する 2109 号蒸気機関車の勇姿 

団体名 

運転状況について 
2005 年度に 2109 号蒸気機関車に用いられている左右２台のインゼクタ－の修理(ＯＨ)と
ボイラ－内に組込まれている左右の繰出管内部の洗浄も行った結果、１年経た現在でも、
これらは好調に作動し、有火運転を実施している。下記に平成 18 年度の有火運転実施日と
予定日の一覧を示す。 

 
平成18年度 2109号蒸気機関車 有火運転実施日 

4月15日(土) 定期運転          （13：00～15：00） 
5月13日(土) 付属中学校の見学      （14：00～15：20） 
5月20日(土) 定期運転          （12：30～15：00） 
6月 5日(土) 日本テレビ収録             （15：30～18：00） 
6月17日(土) 定期運転                   （13：00～15：00） 
7月15日(土)  定期運転・NHK収録 他       （12：00～15：00） 
8月19日(土) オープンキャンパス      （12：00～15：00） 
9月 9日(土) オープンキャンパス     （12：00～15：00） 
9月16日(土) 定期運転          （13：00～15：00） 

 
 

平成18年度 2109号蒸気機関車 有火運転予定日 
10月21日(土) 定期運転           （13：00～15：00） 
11月 4日(土) 大学祭・ホームカミングデー  （12：00～15：00） 
11月18日(土) 定期運転                （13：00～15：00） 

     1月20日(土) 定期運転           （13：00～15：00） 
     2月17日(土) 定期運転           （13：00～15：00） 

2月17日(土) 定期運転           （13：00～15：00） 
(平成18年10月 1日現在) 
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                       郵便 151-8578 

団体名  財団法人 東日本鉄道文化財団    東京都渋谷区代々木 2-2-2 

                                              Tel: 03-5334-0623  Fax: 03-5334-0624 

 

 

 

 

■計画概要（基本設計完了に伴い、一部変更しております） 

建設地：埼玉県さいたま市大宮区大成町 3丁目、同北区大成町 4丁目 

     ・JR 大宮駅より埼玉新都市交通ニューシャトル「大成駅」下車徒歩 1分 

敷地面積：約 41,600 ㎡／延床面積：約 28,200 ㎡／展示スペース：約 9,600 ㎡ 

展示車両：36 両（すべて実物） 

開館日：2007 年 10 月 14 日 

ホームページ http://www.railway-museum.jp 

料金 通常：大人 1000 円/こども（小中高） 500 円/幼児（3 歳以上未就学児）200 円 

    団体：大人  800 円/こども       400 円/幼児             100 円 

■進捗状況 

鉄道博物館については、2007（平成 19）年 10 月 14 日（日曜・鉄道の日）の開館を目指して、

順調に準備作業を進めております。 

 建物建設工事では、昨年 11 月の起工式以降現在までに鉄骨工事をほぼ完了しました。さらに

展示車両も、本年６月に津軽鉄道からオハ 31 形式客車の寄贈を受けるなど、各地からこれまでに

4 両の輸送を終え、展示に必要な修復工事に着手しております。 

 
 

 

 

 

 

 

 

☆ 鉄道博物館メールマガジン会員の募集を開始 
10 月 3 日創刊、開館まで毎月 2回配信します。鉄道博物館ホームページよりご入会下さい。 

 

■旧新橋停車場 鉄道歴史展示室にて鉄道博物館プレ企画展開催中 
東京・汐留の旧新橋停車場にて、11 月 19 日(日)まで『夜行列車～新橋発

2007年鉄道博物館ゆき』と題した企画展示を開催しています。当企画展では、

社会状況の変化の中で、夜行列車のニーズや役割がどのような変遷をたど

って現在に至ったのかを紹介しています。 

□2006.7オハ 31形式輸送□2006.9鉄骨工事を終えた歴史ゾーン

【問い合わせ】（財）東日本鉄道文化財団 鉄道博物館プロジェクト部 TEL.(03)5358-8209 
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団体名 

財団法人 東武鉄道共助会 

東武博物館 
TOBU MUSEUM OF TRANSPORT＆CULTURE 

 
〒131-0032 
東京都墨田区東向島 4-28-16 
TEL 03-3614-8811 FAX 03-3614-8814 
URL: http://www.tobu.co.jp/museum 

 
保存車両●明治３０年英国製蒸気機関車２両（１台は車輪の回転見学可）、大正

１３年製木造電車をはじめ、東武鉄道の歴代車両を９両展示（一部

保存を含む）。 

 
 

施設概要●実物車両や電車やバスのシミュレータ、模型電車が走るパノラマシ

ョーなどを通して、鉄道、バスについて楽しみながら学べる施設を

めざしている。 
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　つことになりました。長年にわたる皆様のご愛顧とご支援に心からお礼申し上げます。

　　２００７年１０月、さいたま市大宮で「鉄道博物館」として再出発します。

　ています。

　※　「交通科学博物館」　「梅小路蒸気機関車館」につきましては、西日本旅客鉄道株式会社のぺ－ジをご覧下さい。

　【交通博物館の閉館および移転について】

　　開館以来３，０００万人を超える方々にご来館いただきましたが、平成１８年５月１４日を最後に閉館し、いったん終止符を打

　【財団のあらまし】

　　交通文化振興財団は、交通に関する知識の普及をはかり、もって交通文化の振興に寄与することを目的として、１９７０年

　(昭和４５)１１月２５日に財団法人として設立されました。

　　主な事業として、「交通博物館」　「青梅鉄道公園」　「交通科学博物館」　「梅小路蒸気機関車館」などの博物館運営を行っ

　　　　　　１９６２年(昭和３７年)に鉄道開業９０周年記念行事と

　　　　　して、旧日本国有鉄道が開園した、実物の鉄道車両を

　　　　　中心に保存展示公開しているユニ-クな公園です。

　　　　　　園内には貴重な11両の車両が屋外展示されています。

　陸・海・空のあらゆる乗り物の実物や模型を集めた、交通

の総合博物館です。１９２１年(大正１０年)鉄道開業５０年

記念事業のひとつとして、鉄道省が開設した鉄道博物館が

前身となっています。

交通博物館 青梅鉄道公園

団体名 　財団法人　交通文化振興財団

　　〒１０１－００４１

　　東京都千代田区神田須田町１－２５

　　℡　０３－３２５１－８４８１　　FAX　０３－３２５１－８４８９

　　　　　　　　　　　　　　　　　［２００５年度～２００６年度上期(５月１４日)　活動報告］　　

期　　間 タ　イ　ト　ル 会　　場

 2005.   2/　8～  5/29  　「東京のタ-ミナル形成史」 　交通博物館　1階特別資料展示室

 　　　　　4/29～  5/ 1  　「Ｃ５７形蒸気機関車運転室公開」 　交通博物館　1階機関車ホ－ル

 　　　　　5/ 3～  5/ 5  　「ミニミニ機関車運転乗車会」 　交通博物館　4階屋上

 　　　　　6/14～2006.  5/14  　「乗り物模型蔵出し大公開」 　交通博物館　1階特別資料展示室

 　　　　　6/18～2006.  5/14  　「洋画特別公開」 　交通博物館　1階展示室

 　　　　　8/ 6～  8/21  　「プラレ－ル広場で遊ぼう」 　交通博物館　2階展示室

 　　　　10/ 1～ 10/31   親と子の写真コンク－ル 　青梅鉄道公園　１階展示室

 　　　　10/ 8～ 10/16  　「１６７系修学旅行電車運転席一般公開」 　交通博物館　1階機関車ホ－ル

 　　　　10/23  　「鉄道の日記念講演会」 　交通博物館　3階映画ホ－ル

 　　　　12/16～2006.  5/14  　「閉館記念ライトアップ」 　神田川沿いレンガア－チ

　2006.  1/  2～  5/14  　「写真でふり返る交通博物館８５年のあゆみ」 　交通博物館　機関車ホ－ル

　　　　  1/11～  5/14  　「特別記念きっぷ　再現硬券シリ－ズ配布」 　交通博物館　1階受付前

　　　　  1/11～  5/14  　「旧万世橋遺構特別公開」 　交通博物館　1階遺構跡

　　　　  3/10～  5/14  　ミニ展示「交博秘蔵かくれたコレクション展」 　交通博物館　1階展示室

　　　　  4/29～  5/ 8   特別車両展示（ＤＤ５１+２５形客車２両) 　交通博物館　高架線上

　　　　  3/21～  4/28   「閉館記念スタンプラリ－」 　交通博物館　1階受付前

　　　　  3/25～  4/ 3   特別車両展示（ＥＦ５５形電気機関車） 　交通博物館　高架線上
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団体名 財団法人 

日本ナショナルトラスト 

〒113-0024 
東京都文京区西片二丁目 18番 16号 
TEL：03（6303）1110 FAX：03（3818）1165 

 

○２００６年「トラストトレイン」運転日 

４月 15日・５月 27日・６月 24日・７月 8日 
８月 26日・９月 9日・10月 14日・12月 2日 

いずれも土曜日に運転 

＊ ８月 26日は「ＳＬ保存親子ボランティア」を開催 
 
〔区間〕 大井川鐵道 金谷―千頭間（39.5km） 
〔運賃〕 金谷―千頭（片道 2,370円・ SL急行料金含む） 
〔保有車両の編成〕 
Ｃ12形 164号蒸気機関車、スハフ 43形２・３号客車、 
オハニ 36形７号荷物合造客車 
〔運行時間〕 
 金谷駅 12:47発→千頭駅 14:15着 
 千頭駅 15:23発→金谷駅 16:46着 

 
〔近況報告〕 
平成 18年４月 15日～ 蒸気機関車の運転前の火入れ・油差しの手伝い等、客車の清掃、小修理等のボランティ

ア、４月・６月・８月の各月にオリジナルヘッドマークを装着し、走行 
６月～    Ｃ12形蒸気機関車のボイラー検査 

客車３両の定期検査 
８月 26日   第 7回ＳＬ保存親子ボランティアを開催 

 
＊平成 17年度は４月～12月まで計８回の運転を行い、乗客数 957人、ボランティア参加数約 100名、車内募金 102,619円と

いう結果だった。 

 
○平成 17～18 年度のトラストトレインの運転 

 Ｃ12形蒸気機関車にATSが取り付けられて
いないため、平成 17年度４月以降の運転日は、
大井川鐵道の機関車が代走して客車３両を牽

引し、トラストトレインとして運行を行ってい

ます。ＡＴＳ設置には多くの費用がかかるため

平成１７年６月より「ＡＴＳ取り付け募金」を

開始しております。全国の皆様から、暖かいメ

ッセージとともに募金が寄せられております

が、現在目標額の 3分の１となっております。 
 平成 18年度は、スハフ４３形客車 2両の車
輪のフランジ 70度化削正工事を行い、オハニ 
３６形客車は、新規のタイヤを取り付ける予定

です。 
 平成 19年度には、トラストトレインは運行 20周年を迎えます。市民参加により動態保存されてい
るこの貴重なトラストトレインを末永く維持管理するために、今後も皆様の温かいご支援をお願いい

たします。 
  

写真 酒井 誠・JNT会員 

写真 8月 26日の運転日に参加したボランティア 
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〒３９９－５６０３           
長野県木曽郡上松町 駅前通り２－１３ 

上松町役場内 
ＴＥＬ（０２６４）５２－２００１ 
ＦＡＸ（０２６４）５２－１０３８ 

http://www.town.agematsu.nagano.jp/ 
 

 

☆赤沢森林鉄道の近況 
平成１８年度は、赤沢森林鉄道の運行開始２０周年を迎えました。客車１両の台車を交換し、乗り心地と安全性の向

上に努めています。また、赤沢自然休養林が「森林セラピー基地」に認定され、８月には開園以来の入場者が２５０万

人を超えました。 
今後もゆったりのんびり安全に皆様をおもてなしできるよう心がけていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００6 年、赤沢森林鉄道は、次の日程で運行されています。 
☆運行期間 

            ２００６年４月２９日～１１月５日の土曜・日曜・祝祭日。 

連日運行日  ＧＷ   ４月２９日～ ５月 ７日 

夏休み  7 月 22 日～ 8 月 20 日 

紅 葉  １０月 ７日～ １１月 ５日 

（夏イベントは８月５日～８月１５日まで） 

☆乗車料金 （１５名以上団体は各１００円引き） 

通常・紅葉期間（イベント期間を除く） 

大人： ７００円  ４歳～小学生：４００円  

夏イベント期間（自然体験イベントの参加料となります） 

大人：１２００円  ４歳～小学生：９００円  

☆運行区間 

森林鉄道記念館前～丸山渡停車場までの往復２．２ｋｍ。 

☆運行時刻 

通常運行日   発９：３０～最終１５：３０まで３０分毎に１便運行。 

夏休み・イベント  始発９：００～最終１５：３０まで３０分毎に１便運行。 

紅葉シーズン   平日：始発１０：００～最終１５：００まで１時間毎に１便運行。 

            （土・日・祝日は、通常運行日同様） 
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財団法人   〒410-2416　

団体名 伊豆市振興公社   静岡県伊豆市修善寺4279-3

修善寺虹の郷   Tel  0558-72-7222  Fax0558-72-7133

保有車両
　　蒸気機関車　４両
　　　ERNESST　W　TWINING　
  　  NORTHRN ROCK Ⅱ

    ディーゼル機関車　２両
　　　JOHN　SOUTHLANDO　Ⅱ
　　　CITY　ＯＦ　ＢＩＲＭＩＮＧＨＡＭ

１３両
　２両
　３両

[近況報告]
2005年 １０月

１１月
2006年 　１月

　４月

　５月

　６月
　７月
　８月
　９月

ホームページ　　http://www.nijinosato.com/

　　 　オープン客車　　（乗車定員　　２０名）
　　 　車椅子用客車 　（乗車定員　　車椅子４台）
    軌道延長　　      　本線　２,３１５M　　引き込み線・待避線　７００M
  　付帯設備　      　　転車台　１基

３号橋枕木交換　(66本）
NORTHRN ROCK　Ⅱ　加減弁ハンドル・蒸気シリンダーパッキン交換

CAMBRIAボイラー・シリンダー・制動管圧力ゲージ交換
NORTHRN ROCK Ⅱ・CAMBRIA水面計コックパッキン交換
NORTHRN ROCK Ⅱ蒸気シリンダー・制動管圧力ゲージ交換

CAMBRIAテンダー第３車輪交換

１－C－２　　　１９９６年製造      C－11　（金沢工業大学より貸与された）

客車NO.3・4オープン客車に改造
客車NO15全塗装

BーB　　　　　　１８８８年製造
０－C－０ 　　　１９９２年製造

　　客車
　　 　普通客車　　　 　（乗車定員　　２０名）　　　

　　建物　　　            駅舎　２棟　　　機関庫　１棟

CAMBRIA

CITY　OF　BIRMINGHAM　エアーコンプレッサーベルトベアリング交換
CAMBRIA右連結棒とめ金具交換
分岐枕木交換・通り整正

      CAMBRIA

２－C－１　　　１９４９年製造
１－C－１　　　１９８９年製造
１－C－１　　　１９９２年製造
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団体名 
 

ＳＬ運転復活３０周年 

大井川鐵道株式会社 
〒428－8503 
静岡県島田市金谷 1112番地の 2 
TEL0547-45-4111   FAX0547-45-4115 

 

                                 田野口駅（2006年 6月） 
◎大井川鐵道株式会社 金谷～千頭間（大井川本線）千頭～井川間（井川線・南アルプスあぷとライン）

 

運転車両：蒸気機関車 C108 号・C11190 号・C11227 号・C11312 号・C5644 号 

           C12164 号（日本ナショナルトラスト所有）※C5644・C12164 は現在休車中 

     電   車 元近鉄 16000 系・元南海 21000 系・元京阪 3000 系 

 

ＳＬ列車運転区間   大井川本線 金谷～千頭間 

ＳＬ運転期間     原則として通年運転。ただし、12 月から 3月中旬の火・水・木曜日は 

           運休（平成１８年度） 

備考：（社）日本民営鉄道協会との共同事業である「駅舎等を対象とするロケーション・サービス 

   推進事業」において、モデル駅の川根本町「田野口駅」の整備完了に伴い、鉄道沿線のロケ 

   に適した場所を紹介するパンフレット（ロケーションガイド）を作成しました。 

  ※大井川鐵道公式ホームページでは、車両の紹介をはじめ、各種割引乗車券、イベントの情報 

   等をご案内しております。 

   ホームページ http:www//oigawa-railway.co.jp 
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団体名 東海旅客鉄道株式会社
〒450-8520 名古屋市中村区名駅一丁目3番4号

東海鉄道事業本部 車両部 管理課
℡052-564-2461 FAX052-564-2462

当社の飯田線中部天竜駅に隣接した「佐久間ﾚｰﾙﾊﾟｰｸ」には常設展示車両として１６両
あります。４年前からは車内及び屋根周りの修繕を実施し、昨年度はﾏｲﾈ40-7、ｷﾊ48-036、
ｵﾔ31-12、ｸﾓﾊ52004の４両について実施した。また、今年度はｸﾊ111-1、ｸﾔ165-1、
ED11-2の３両について修繕実施、計画中です。

【ｸﾊ111-1】外板・屋根上全塗装・客室内修繕

塗装剥離

【ｸﾔ165-1】外板塗装修繕

【ED11-2】外板・屋根上全塗装・一部窓枠修繕

修繕後

修繕後
修繕前
（屋根腐食）

修繕前

運転室扉

客室内
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営業内容 　・　開村時間　　　９時３０分～１７時　（　３月～１０月）

　　　　　　　　　　　　９時３０分～１６時　（１２月～　２月）

　・　休館日　　　　　１２月から２月までの毎週月曜日（祝日の場合は開館）・１２月３１日

団体名 博物館明治村

　　  〒４８４－００００

 　 　愛知県犬山市内山１番地

 　 　TEL　０５６８－６７－０３１４

 　   http : //ｗｗｗ.meijimura.com

　　　　　　　　　　　　※　３月から１１月は毎日開村しています。

　・　蒸気機関車　　平日３０分間隔運行　　土日祝２０分間隔運行

　　　　　　　　　　　　区間　　明治村名古屋駅⇔明治村東京駅

　　　　　　　　　　　　運賃　　片道　大人３００円　　小学生１５０円

　・　京都市電　　　平日・土日祝２０分間隔運行

　　　　　　　　　　　　区間　　市電名古屋駅⇔京都七條駅⇔品川燈台駅

　　　　　　　　　　　　運賃　　片道　大人３００円　　小学生１５０円　　（１乗車）

近況報告（平成１８年度上期）

　・　蒸気機関車１２号・９号

　　　　　　　　　　　　６月に１２号の排蒸機操作レバ－折損修理

　　　　　　　　　　　　７月に１２号の水タンク内塗装

　　　　　　　　　　　　９月に蒸気室の弁心棒のパッキン切替

　・　京都市電

　　　　　　　　　　　　毎月１回、専門業者による車輌点検実施

今後の予定

　　平成１８年９月１６日から１１月２６日まで秋の催事「村の秋祭り」を開催、期間中

　イベントとして、「ＳＬバックヤ－ド探検隊」を開催します。

　　９月３０日（土）・１０月１５日（日）・２２日（日）・１１月５日（日）・１１日（土）・２５日

　（土）の計６回開催。

　　ＳＬの往復乗車と給水作業や車庫など普段は見られないＳＬ運行の裏側を説明

　や改札業務、発車合図などを体験してもらう「こどもＳＬ駅長体験」を開催します。

　　参加料３００円で小学３年生以下の方は保護者の同伴が必要（入材料は別途

　必要）

　を加えながら、分かりやすく説明します。

　　対象は、小中学生及び保護者（２名まで同伴可）、小学３年生以下の方は保護

　者の同伴が必要。参加料は、お一人５００円（入材料は別途必要）

　　また、鉄道の日にあわせて、１０月１４日（土）に、小中学生を対象に案内放送
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団体名 

 

 

西日本旅客鉄道株式会社 〒５３０－８３４１ 

  大阪市北区芝田 2-4-24 

  ℡06-6375-8513 

 

○「梅小路の蒸気機関車群と関連施設」を準鉄道記念物に指定 

 

 当社では、社会文化活動の一つとして、鉄道の歴史・文化・技術などを将来に継承

する取り組みを行っています。その中で、国鉄時代より鉄道記念物の指定を進めてお

り、当社エリアには現在、鉄道記念物が８点、準鉄道記念物が１２点あります。 

 今回、１０月１４日（鉄道の日）に「梅小路の蒸気機関車群と関連施設」を新たに

１３番目の準鉄道記念物として指定いたしました。梅小路の蒸気機関車、扇形車庫、

旧二条駅舎など、歴史的、文化的価値の高いものを広く後世に伝えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新たに準鉄道記念物に指定された「梅小路の蒸気機関車群と関連施設」（梅小路蒸気機関車館） 

＜コラム＞国際会議「ＴＩＣＣＩＨ
テ ィ ッ キ

２００６」で当社の取り組みが発表されました 

今年９月１４日～１８日にかけて、イタ

リア テルニ市において国際会議「ＴＩＣ

ＣＩＨ２００６」（産業遺産保存に関する

国際会議）が開催されました。 

会議では、東京学芸大学名誉教授 青木

栄一先生、職業能力開発総合大学校主任研

究員 堤一郎先生共著による論文「日本に

おける新たな歴史的鉄道遺産の指定（原文

は英語）」において、新たな鉄道記念物指定

をはじめとした当社の鉄道文化活動等の

取り組みが事例研究として発表され、海外

の研究者からも、「称賛に値する」などと、

多くの評価をいただきました。 
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団体名 カ ヤ 興 産 株 式 会 社 〒629-2422　京都府与謝郡与謝野町字滝941-2

本年の1月14日～15日の二日間にわたり、123号機関車の重要文化財指定を記念してシンポジウムと

記念式典を皆様のご協力により開催させて頂く事が出来ました。

シンポジウムでは「鉄道保存のありかた」と題して小池滋先生にご講演をいただき、また「地域産業

遺産の保存・活用と新展開に向けて」をテーマにしたパネルディスカッションではコーディネーター

に堤一郎先生をお迎えしパネラーには

地元経済界、産業界の方々にご参加い

ただき、活発な意見交換がなされました。

私どもはこの式典・シンポジウムを通し

文化・産業遺産である123号機関車を後世

に伝えて行く使命感を再認識し心新たに

保存に取り組んで行きたいと思っております。

〔近況報告〕
○ 平成17年11月「ＳＬ広場周年祭」　平成18年5月「初夏の加悦鉄道まつり」を開催

○ 平成18年1月25日～28日　奈良で開催された ユネスコ国際会議 -鉄道遺産の保存と活用- に参加

  　　　　　　　　　　　　　　　1月27日(金)セッションⅢにて参加者報告を行う

○ キハ1018、キハ083　外回りの修繕、塗装を実施

○ ＴＭＣ100モーターカー

ＫＤ－4(カトーくん)ディーゼル機関車 　修復中

キハ083

キハ1018

加悦鐵道保存会による123号機関車のガイド

TEL 0772-42-3186　FAX 0772-43-0080（加悦ＳＬ広場）

シンポジウム　　　 記念式典
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団体名 

特定非営利法人 

加悦鐵道保存会 

〒629-2422 

京都府与謝郡与謝野町字滝９４１番地の２ 

加悦SL広場内 

電話 0725－20－3811（森本方） 

 
■設立の経緯 
本会は、平成８年 11月に「加悦ＳＬ広場」が現在地に移転され
たことを契機として、同所で長年にわたって継承されてきた鉄道近

代化遺産の保存と活用について、その管理者に協力することを目的

に任意団体「加悦SL広場友の会」として結成されました。 
その後、鉄道遺産の文化的保存継承と展示運転時の安全意識を高

める目的で、平成12年に「加悦鐵道保存会」と改称。同時に積極
的な修復作業にも乗り出し、平成16年にはキハ101形気動車の動
態復活にも成功しました。 
任意団体として活動中には保存に関わる通常の作業と合せて、毎

年、加悦鉄道の遺産を活用した催事を開催したほか、旧加悦町並び

に加悦町観光協会に協力して、地域の催事にも出展を重ねました。 
会員数は本年8月現在で34名。年齢・職業も様々ですが、加悦

の風土に魅せられたという共通の思いがあります。これからも、加悦鉄道の姿を総合的に再現する活動を続けてまいります。 
 
■特定非営利活動法人化について 
平成17年秋に、旧加悦鉄道２号機関車が国の重要文化財に指定されましたが、鉄道車輌や施設の保存継承が、近代化産業遺産保
存全般の中で重要な位置に定められつつあることを鑑み、本会はより主体的かつ社会的責任を持って加悦鉄道遺産を中心とする近

代化産業遺産の保存継承活動に携わることを目的に、特定非営利活動法人化を申請し、本年8月に認証が下りました。 
 
■事業実施の方針 
より充実した保存・維持活動を行うことと、地域住民並びに地域観光客に対し、本会の存在と活動の意義を知っていただくため、

平成18年度と19年度には次の事業を行います。 
 
（１）加悦鉄道遺産の保存と継承に関わる事業 

システムとしての加悦鉄道遺産の保存・継承事業を、項目別に目標を設定し実施します。 
車輌・施設・運転保安設備の整備 
史・資料の整理 
運転・作業安全、運転保安に関する講習 

（２）丹後地方の鉄道を活かしたまちづくり事業並びに観光事業と連携した事業 
本会の存在と活動の意義を知っていただくために、当地方住民の方々との交流を深めます。 
初夏の加悦鉄道まつり   5月の大型連休期間 
加悦ＳＬ広場周年祭   11月の第1日曜日 
ちりめん街道まるごとミュージアムへの出展   原則として10月の最終日曜日 

（３）国内外の鉄道近代化遺産の保存に関する事業 
将来にわたって他の事業者・団体と交流を結ぶ目的で、「日本鉄道保存協会」に加盟します。 

（４）その他設立目的の達成のために必要と認めた事業 
鉄道保存を取り巻く文化的意識を高める目的で各種の講座や体験学習の場を設けます。 

   
   体験乗車の改札風景。ガイドも行います。    小さな作業を通して加悦鉄道への愛着を深めます。  日頃の地道な作業が大きな実を結びます。 

 

■連絡等 

当面の間、郵便物等は次のところへお送りください。 〒595-0071 大阪府泉大津市助松町3-1-31-508 森本 寿 方 
なお、電子メールアドレスは  ｔｓｕｂａｍｅ＠ｒａｐｉｄ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ  です。 
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〒 606-0944
福岡県福岡市博多区博多駅東 3 丁目

団体名 ふるさと鉄道保存協会 11-12-201 株式会社ワンマイル内

TEL:092-414-5088

ふるさと鉄道保存協会は、全国各地の課題ごと
に地域に根ざした WG（Working Group）を組織し、
会員が様々な活動を展開しています。事業資金は
主に会員からの会費や寄付金で賄っていますが、
市民ボランティアによる活動が主軸となっていま
す。将来的には、より高い専門性を持った組織を
作り、欧州型のボランティア組織で支える保存鉄
道の実現を目指しています。
なお、 2006 年の総会で、理事長の改選を行い、

協会創立以来の笹田昌宏が退任し、新たに手嶋康
人が就任いたしました。以下に、各 WG の近況を

▲所有車両キハ605号 (有田鉄道WG) ご報告いたします。

●蒲原鉄道ＷＧ リーダー／齋藤幸祐
1999 年に廃止となった蒲原鉄道（新潟県）で車両の保存運動を展開し、加茂市のご理解を得て

静態保存を実現しました。また、蒲原鉄道鉄道部から図面などの資料を譲り受け、末永い保存に
取り組んでいます。今後はこれらの資料の整理を進めてゆきたいと考えています。

●鉄道郵便ＷＧ リーダー／中井健二
のと鉄道（石川県）能登中島駅構内で保存されている郵便車「オユ 10 形式」を所有し、塗装や

腐食箇所の補修などの維持管理を行うと共に、春・秋には「鉄道郵便車フェスティバル」を開催
しています。今秋のフェスティバルでは、鉄道郵便ＯＢらが中心となり、上り急行「きたぐに」
連結の郵便車、直江津→敦賀間の作業を実際に再現すると共に、お客様にも体験して頂きました。

●天竜二俣キハ２０修復ＷＧ
リーダー／山崎義和

天竜浜名湖鉄道（静岡県）天竜二俣駅の隣接地
で保存されている国鉄二俣線の気動車「キハ 20
形式」と、寝台車「ナハネ 20 形式」の修復を行
っています。この活動には、地元・浜松市民の皆
様をはじめ、一般の方々も多数参加しており、来
る 11 月上旬には修復完成を記念したイベントを
計画しています。（ポスター参照）

●ワフ30037伊賀ＷＧ リーダー／中盛汀
近鉄伊賀線の活性化に、近鉄・県・市・他団体

と協働で取り組む「伊賀線協働塾」を開催してい
ます。

●有田鉄道ＷＧ リーダー／橋野穣
2002 年 12 月 31 日をもって廃止となった和歌山県の有田鉄道旧金屋口駅構内で当協会が所有す

る保存車両の維持・管理を行っています。なお、先ごろ旧金屋口駅構内は有田川町の手で鉄道公
園として整備されることが決まり、公園開設に向けて積極的に協力を行っています。

●ちゃりトロＷＧ リーダー／亀井高行
九州を拠点に軌道自転車を使ったイベントを開催していきます。 2005 年には平成筑豊鉄道のご

協力を得て実験的なイベントを行いました。

●ヨ９００１ＷＧ リーダー／三阪芳史
2002 年に福岡県田川郡赤村の自然学習村源じいの森へ車掌車「ヨ 9000 形式」を寄贈し、保守管

理や一般公開などを行っています。今年度は、前回の全塗装から 5 年を経たため、腐食箇所の補
修と全塗装を進めています。
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団体名 魚梁瀬森林鉄道運営委員

会 

〒781-6201 
高知県安芸郡馬路村馬路村魚梁瀬 
馬路村役場魚魚梁瀬支所 

Tel.08874-3-2211 Fax.08874-3-2208  
【近況報告】 

平成１８年 

  3月・7月   車両及びエンジンの点検 

  7月 15日   フェスティバル魚梁瀬 

   7月 22日  「山の学校留学」夏季体験入学で、体験乗車 

＊ なお、予約があればいつでも運行可。（体験運転も行っています） 

＊ また、L69が現在故障中であるが、修理費が高いため費用の都合がつかず修理ができない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
昭和63年に森林鉄道に関係しておった人らあが、酒の勢いでわしらを 

走らそうと言う事になり、魚梁瀬の丸山森林公園で走らしてもらいゆ。 

暇があったら見に来てや！ 

 

魚梁瀬森林鉄道 
 場   所   高知県安芸郡馬路村魚梁瀬・丸山森林公園内 
 距   離   400メートル（2周） 
 運 転 日   日曜・祝日(8月は土曜日も運転) 時間 10：30～15：00 
 乗車料金    大人 400円、小人 200円 
 保有機関車   野村式ディーゼル機関車、谷村式ディーゼル機関車 
         岩手富士特殊軽量ガソリン機関車 
 
馬路森林鉄道 
 場   所   高知県安芸郡馬路村馬路 西谷川入り口（馬路温泉前） 
 距   離   300メートル（２周） 
 運 転 日   日曜・祝日・（8月は毎日運転）時間 9：30～15：00 
 乗車料金    大人 300円、小人 200円 
 保有機関車   ポーター蒸気機関車型ミニディーゼル機関車 
 

高知から魚梁瀬までの距離90ｋｍ 

20km      18ｋｍ 

                                至 室戸岬方面 

38ｋｍ       13ｋｍ        20ｋｍ 

高知 安芸 安田 

馬路 魚梁瀬 
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山口線ＳＬ運行対策協議会

○２００６年の「ＳＬやまぐち号運行日」

　春休み・ＧＷ・夏休み期間中は、ほぼ毎日運行

○運行区間

　ＪＲ山口線　新山口駅～津和野駅　　６２．９ｋｍ

○車両編成

　Ｃ５７１、明治風客車、大正風客車、昭和風客車、欧風客車、展望車

　※７月２１日から約２週間はＣ５６１６０を連結しての重連運転を実施

○車両運賃

　新山口駅～津和野駅　　大人１，６２０円　　小人８００円（全席指定）

○運行時刻

　下り（津和野行き）　新山口駅　10:34発　　→　　津和野駅　12:35着

　上り（新山口行き）　津和野駅　15:33発　　→　　新山口駅　17:17着　

○本年度の活動状況

　・ＳＬやまぐち号スタートイベント　　　３月１８日

　・ＳＬやまぐち号２７周年記念事業　　　８月　１日

　・沿線市町ＰＲデー

○宣伝広報関係

　・パンフレット作成　　２５，０００部

　・ホームページ運営

　　　タイトル「ＳＬやまぐち号と沿線の旅」

　　　URL　http://www.571.jp

団体名

　・ＳＬやまぐち号ゴールイベント　　　１１月２６日

〒７５３－８５０１
山口市滝町１－１　山口県観光交流課内
　　　℡　０８３－９３３－３１７０

　　　Fax　０８３－９３３－３１７９

　３月１８日から１１月２６日迄の間の土日祝日運行
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団体名 九州旅客鉄道株式会社 
連絡先（住所・電話等） 
〒812-8566 福岡市博多区博多駅前 3-25-21 
  ℡ 092-474-2541  Fax 092-474-3898 

 
 
 
 
 

 

 

九州鉄道記念館の開館３周年を記念して、平成１８年１０月９日（月） 平成筑豊鉄道 直

方～行橋間で、キハ５８型気動車（国鉄色）を使用した臨時列車「九州鉄道記念館」号を走

らせました。このほか、各種企画展示を実施することで、常に新鮮な鉄道記念館であり続け

ます。 

「学んで、遊んで、鉄道のすべてがわかる。一日中楽しめる、九州鉄道記念館」 

 

＜本館＞ 

明治２４年建築、旧九州鉄道会社本社屋を利用したものです。 

《明治時代の客車》 

明治時代から活躍してきた本物の木造客車を記念館のメインシンボルとして展示。ま

た、当時の乗客や車掌などの人形と、音の演出によって、かつての旅の情景を思わせ

ます。 

《運転シミュレーター》 

８１１系近郊型電車の運転台で、門司港～西小倉間の運転を疑似体験できます。 

《九州の鉄道大パノラマ》 

九州を舞台としたＨＯゲージのパノラマ鉄道模型。博多駅・門司港駅からＪＲ九州を

代表する列車が次々と発車し、映像とナレーションで楽しめます。また、実物のマス

コンの運転操作卓から操作することができます。 

 

＜車両展示場＞ 

九州各地で活躍した歴代の車両を展示。実物車両の大きさや迫力、造形美を感じてもら 

う展示場です。 

●５９６３４              ●Ｃ５９ １                  ●ＥＦ１０ ３５ 

●ＥＤ７２ １             ●キハ０７ ４１              ●クハ４８１-６０３ 

●クハネ５８１-８         ●セラ１２３９ 

 

《ミニ鉄道公園》 

ミニ列車を自分で運転することができます。家族みんなで楽しめる公園です。料金は 

１台につき１回３００円。 

●７８７系つばめ          ●８８３系ソニック           ●８８５系かもめ 

●７２系ゆふいんの森      ●８１３系（近郊型電車） 

 

《旧０哩標》 

九州鉄道会社が明治２４年に門司駅を開業したときに、九州鉄道の起点と定めました。 

 

【住所：北九州市門司区清滝２－３－２９】【最寄駅：門司港駅】 

TEL：０９３－３２２－１００６／FAX：０９３－３３２－７２３３ 

ホームページ http://www.k-rhm.jp 
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団体名 鹿児島県 屋久町 

〒８９１－４４０４ 
 鹿児島県熊毛郡屋久町尾之間１５７ 
    屋久町役場企画調整課 
℡ 0997－47－2111 FAX 0997‐47‐2117 

 
【 屋久島林用鉄道 】・・・動く環境教育・・・ 
 
 屋久島（安房）森林軌道は，歴史的に屋久島森林開発の軌跡であり，唯一国

内に現存する林用鉄道です。 
 １９２３年（大正１２年）の開設以来，屋久杉搬出の花形として，また，小

杉谷・石塚集落に暮らす人々の生活の足としても活躍してきました。 
 現在は，利用頻度は減少したとはいえ，屋久島の産業史を知るうえからも文

化的価値の高い地域資源です。 
 また，海岸部から標高１，０００ｍまでに至るこの森林軌道は，標高差によ

る植物の変化を理解するうえでも貴重なもので，特に荒川分岐点までの１０km
余りは，温帯の最も南にある屋久島の照葉樹林を知ることができます。 
 このように人と自然との関係や，屋久島の植生の特徴を理解するうえで，貴

重な資源である軌道を後世まで動態保存して，このエリアを広義の『環境教育』

の場としてとらえ『動く環境教室』の舞台として利活用できるよう，今後も事

業を展開していくことにしていますが，人を乗せて運ぶためにクリアしなけれ

ばならない問題も多々あり，なかなか先に進むことができない状況です。 
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